
レジオネラ症の発生動向【沖縄県：2006年～2024年】

2025年9月24日現在（2024年の数値は暫定値）

　感染症発生動向調査において、2006～2024年※に診断され、届出されたレジオネラ症の情報を還元します。

※疫学週によります。具体的な集計対象期間は下表のとおりで、診断日を基に集計しました。

所属年 全国データ作成時点

2006年 2006年1月2日 月曜日 ～ 2006年12月31日 日曜日 2009年03月01日

2007年 2007年1月1日 月曜日 ～ 2007年12月30日 日曜日 2009年03月01日

2008年 2007年12月31日 月曜日 ～ 2008年12月28日 日曜日 2009年03月07日

*2009年 2008年12月29日 月曜日 ～ 2010年1月3日 日曜日 2011年04月23日

2010年 2010年1月4日 月曜日 ～ 2011年1月2日 日曜日 2012年02月25日

2011年 2011年1月3日 月曜日 ～ 2012年1月1日 日曜日 2013年02月16日

2012年 2012年1月2日 月曜日 ～ 2012年12月30日 日曜日 2013年11月09日

2013年 2012年12月31日 月曜日 ～ 2013年12月29日 日曜日 2014年10月19日

2014年 2013年12月30日 月曜日 ～ 2014年12月28日 日曜日 2015年10月25日

*2015年 2014年12月29日 月曜日 ～ 2016年1月3日 日曜日 2016年10月23日

2016年 2016年1月4日 月曜日 ～ 2017年1月1日 日曜日 2017年10月28日

2017年 2017年1月2日 月曜日 ～ 2017年12月31日 日曜日 2018年10月27日

2018年 2018年1月1日 月曜日 ～ 2018年12月30日 日曜日 2019年10月26日

2019年 2018年12月31日 月曜日 ～ 2019年12月29日 日曜日 2020年10月31日

*2020年 2019年12月30日 月曜日 ～ 2021年1月3日 日曜日 2021年10月30日

2021年 2021年1月4日 月曜日 ～ 2022年1月2日 日曜日 2022年10月08日

2022年 2022年1月3日 月曜日 ～ 2023年1月1日 日曜日 2023年10月28日

2023年 2023年1月2日 月曜日 ～ 2023年12月31日 日曜日 2024年10月26日

2024年 2024年1月1日 月曜日 ～ 2024年12月29日 日曜日 2025年03月08日

*2009年、2015年および2020年は53週間、その他の年は52週間となっています。

2006年～2024年の沖縄県における届出数は300例で、年間4～35例で推移していました。

2006年～2024年の全国における届出数は27,991例で、年間434～2,428例で推移していました。

沖縄県感染症情報センター

集計対象期間

（1）届出数の推移（沖縄県・全国）
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最も多くの発生があったのは沖縄県は第25週、全国は第29週でした。

　中部94例（31%）と南部76例（25%）での発生が多く、全体の56%を占めていました。

　届出された300例中、男性は254例(84.7%)、女性は46例(15.3%)でした。

　女性では70歳以上が28例（61%）と最も多く、50～59歳が7例（15%）、60～69歳が6例（13%）と続きました。

　男性では50～59歳及び60～69歳が75例（30%）と最も多く、70歳以上が66例（26%）と続きました。

沖縄県では週別届出数の中央値5を超えるのは22週から52週（6月～12月）でした。

全国では週別届出数の中央値517.5を超えるのは21週から47週（6月～11月）で同様の傾向がみられました。

（4）性別・年代別届出数（2006年～2024年沖縄県）

（2）発生（診断）週別届出数（2006年～2024年沖縄県・全国）

（3）感染地域（推定含む）所管保健所別届出数（2006年～2024年沖縄県）
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（6）感染経路（推定含む）別届出数（2006年～2024年沖縄県）

　主な感染経路（推定含む）はその他113例（47%）、水系感染96例（40%）、粉塵感染23例（10%）と続きました。

（5）各症状・所見の割合（2006年～2024年沖縄県）

　届出された300例中、病型は肺炎型が289例（96%）、ポンティアック型が11例（4％）でした。

各症状・所見の割合は、発熱（93%）、肺炎（87%）、咳嗽（45%）、呼吸困難（40%）、意識障害（19%）、下痢（16%）、多

臓器不全（10%）、腹痛（3%）と続きました。
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